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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
胃瘻造設術が実施され、患者数が増えている。液体での栄養剤投与により、胃・食道逆流による肺炎、皮膚周囲炎など起こっていた。胃瘻患者に対し、栄養剤の固形化を行うことにより良い結果を得たのでその事例を紹介する。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
栄養剤の分量の2％ソフティアゾルを栄養剤に混入し、ミキサーで撹拌する。それをカテーテルチップに吸引し12分かけて一括注入した。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
入院後、栄養剤固形化投与とし、発熱なし、喘鳴も軽減してくる。不穏や体動があり、座位にて液状栄養剤投与中自己抜去することがあった。栄養剤固形化にて自己抜去することなかった。褥瘡なし。　

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
栄養剤の固形化により、嘔気・嘔吐など起こらずに体位交換ができ、褥瘡予防ができていた。さらに、状態の悪化もなく、注入中の監視も必要がなくなり介護者の負担も軽減でき有効であると考える。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・栄養剤の固形化投与により、嘔気・嘔吐はなかった

・栄養剤リークが軽減した

・自己抜去の予防ができた

・褥瘡予防ができた

・介護者の負担の軽減ができた
